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施政方針
動画

令
和
３
年
度
の
主
要
施
策

●
新
生
児
の
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
に

よ
り
、
聴
覚
障
が
い
の
早
期
発
見
に
取

り
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
形
成
や
言
語
の
発
育
を
支
援
し
ま
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
で
妊
娠
・
出
産
・
育
児

の
相
談
が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。

●
こ
ば
と
保
育
園
の
園
舎
建
替
え
費
用

の
一
部
を
補
助
し
、
保
育
環
境
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

●
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基

づ
き
、
児
童
生
徒
へ
の
１
人
１
台
学
習

用
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
端
末
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

●
つ
る
せ
台
小
学
校
の
校
庭
芝
生
化
整

備
工
事
お
よ
び
小
中
学
校
６
校
で
体
育

館
空
調
設
備
を
設
置
す
る
た
め
の
設
計

を
実
施
し
ま
す
。

●
障
が
い
の
あ
る
方
の
在
宅
生
活
の
支

援
と
し
て
、
日
常
生
活
に
必
要
な
用
具

の
給
付
品
目
を
拡
大
し
ま
す
。

●
成
年
後
見
制
度
の
中
核
機
関
を
富
士

見
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
し
、
認

知
症
や
知
的
障
が
い
の
あ
る
方
の
成
年

後
見
制
度
の
利
用
を
促
進
し
ま
す
。

●
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
事
業
を
拡
大
し
、

ふ
じ
み
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
体
操
や
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
事
業
な
ど
に
つ
な
げ
、
介
護

予
防
と
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
喫
煙
者
の
健
康
と
受
動
喫
煙
防
止
の

た
め
、
子
ど
も
や
妊
婦
と
同
居
す
る
方

や
妊
婦
本
人
を
対
象
に
、
禁
煙
外
来
診

療
費
の
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

●
が
ん
の
早
期
発
見
・
治
療
の
た
め
、

個
別
乳
が
ん
検
診
対
象
者
の
拡
大
や
集

団
乳
が
ん
検
診
受
診
料
の
負
担
軽
減
を

実
施
し
ま
す
。

●
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
の
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
選
手
団
と
の
交
流
を
通
じ
、
国
際

交
流
と
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
つ

く
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
サ

イ
ト
の
開
設
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

●
文
化
振
興
基
金
を
活
用
し
、
市
民
の
文

化
芸
術
活
動
へ
の
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

●
舞
台
芸
術
鑑
賞
会
や
地
域
コ
ン
サ
ー

ト
の
開
催
な
ど
、
文
化
芸
術
に
触
れ
ら

れ
る
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

令和３年度施政方針
明るい未来を創るために
　星野光弘市長は、2月9日開会の令和3年第1回富士見市議会定例会で、令和3年
度の市政運営の基本方針や施策の概要などを示した施政方針を表明しました。
　方針の中で市長は、令和3年度から始まる第6次基本構想における20年後の理想
の未来である「充実した日々」の実現のため、第1期基本計画を着実に推進すると
ともに、新型コロナウイルス感染症への対策として今後も切れ目のない支援を行い、
市の明るい未来を創っていく考えを示しました。その概要をお知らせします。
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子
ど
も・子
育
て
支
援
、

子
ど
も・若
者
支
援
、学
校
教
育

●
協
働
提
案
事
業
「
み
ず
ほ
台
の
日
」

を
市
民
協
働
で
開
催
し
、
駅
周
辺
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成
し
ま
す
。

●
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
提
案
な

ど
を
具
体
化
し
、
本
市
の
半
世
紀
の
歩

み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
未
来
に
向

け
、
市
全
体
が
盛
り
上
が
る
記
念
事
業

の
準
備
を
行
い
ま
す
。

●
地
域
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助
や
、

自
主
防
犯
組
織
へ
の
支
援
な
ど
、
犯
罪

を
未
然
に
防
ぐ
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

●
シ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
は
、
産
業
団
地
の
整

備
に
向
け
、
県
企
業
局
と
の
連
携
や
周

辺
交
通
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

●
水
谷
柳
瀬
川
ゾ
ー
ン
は
、
地
区
内
の

富
士
見
橋
通
線
や
水
谷
調
節
池
周
辺
の

整
備
を
推
進
し
、
新
た
な
産
業
誘
致
や

雇
用
創
出
に
向
け
、
取
り
組
み
ま
す
。

●
び
ん
沼
自
然
公
園
は
、
多
世
代
が
楽

し
め
る
交
流
拠
点
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

●
湧
水
と
斜
面
林
な
ど
の
豊
か
な
自
然

環
境
を
活
用
し
た
、
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
次
世
代
自
動
車
の
購
入
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設
置
へ
の
補
助
を

継
続
す
る
ほ
か
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
観
点
も
踏
ま
え

た
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

●
空
家
の
発
生
を
抑
制
し
、
利
活
用
を

促
進
す
る
た
め
、
移
住
・
定
住
促
進
補

助
事
業
を
創
設
し
ま
す
。

●「
Ｇ
Ｏ 

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
、経
営
の
専
門
家
チ
ー
ム

が
、
経
営
に
係
る
相
談
や
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
に
よ
り
、
事
業
者
の
課
題
解
決

や
新
規
創
業
者
の
出
店
を
支
援
し
ま
す
。

●
農
地
の
集
積・集
約
を
行
う
「
ほ
場
」

整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

●
産
業
振
興
基
金
の
活
用
や
地
産
地
消

の
推
進
に
よ
り
、
商
・
工
・
農
の
す
べ

て
の
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。

●
前
谷
排
水
機
場
の
機
能
強
化
や
浸
水

の
危
険
性
の
あ
る
地
域
を
中
心
と
し
た

浸
水
対
策
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織
に
お
け
る
防
災
リ
ー

ダ
ー
な
ど
の
人
材
育
成
に
取
り
組
み
、

地
域
防
災
力
を
高
め
ま
す
。

●
入
間
東
部
地
区
合
同
防
災
訓
練
は
、

本
市
の
特
徴
的
な
災
害
で
あ
る
浸
水
被

害
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
公
共
施
設
の
総
合
管
理
方
針
や
個
別

施
設
計
画
を
踏
ま
え
、
計
画
的
に
施
設

の
再
編
や
長
寿
命
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
行
政
課
題
に
改
善
意
識
を
持
ち
、
取

り
組
む
人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

●
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
新
た
な
賑
わ

い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。
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施政方針の全文は、市ホームページ、市役所1階市政情報コーナー、各図書館でご覧になれます。
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令和３年度施政方針
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■安全安心な日常生活を送ることができる富士見市
　新型コロナウイルス感染症への対策について、必要な支援を速やかに提供する
ほか、自然災害に対する備えを充実させ、安全安心なまちづくりを推進します。

■誰もがイキイキと暮らすことのできる富士見市
　子育て支援の充実とともに、子どもたちが夢にチャレンジできる環境づくりと
能力を最大限に伸ばす教育を実践し、子どもたちの笑顔があふれるまちを創ります。
　介護予防など健康長寿への取組みのほか、障がいの有無や国籍、性別の違いな
どにかかわらず、誰もが充実した日々を過ごすことができる共生社会の実現への
取組みを推進します。

■まちの魅力を高め、活気と賑わいのある富士見市
　活気と賑わいのあるまちづくりを進めるため、産業振興に関する取組みを強化
するほか、シティゾーンなどの新たな活力を生み出す拠点や、びん沼自然公園、
湧水の再生・活用など、自然を身近に感じられる環境の創出を図ります。
　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会関連事業に取り組むととも
に、本事業の成果を末永く享受できるレガシーの創出を図ります。
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豊富な湧水が流れる栗谷津公園

町会の自主防犯組織による防犯パトロール

令和元年開催の富士見市総合
防災訓練


